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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月29日(2015.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軟骨伝導振動源と、前記軟骨伝導振動源を駆動する回路と、一対の電源端子と、一対の
駆動信号入力端子とを有し、これらが一体化されてなる軟骨伝導振動源モジュール。
【請求項２】
　前記回路は、音響処理回路と、昇圧回路と、アンプを含むことを特徴とする請求項１記
載の軟骨伝導振動源モジュール。
【請求項３】
　前記回路は、前記音響処理回路による軟骨伝導音響処理のための定数又は処理テーブル
が書き込み可能な記憶部を有することを特徴とする請求項２記載の軟骨伝導振動源モジュ
ール。
【請求項４】
　金属板と、前記金属板の両側にそれぞれ貼り合わされる一対の圧電セラミックス板を有
し、前記回路は、前記金属板の片側に配置されると共に前記一対の電源端子と前記一対の
駆動信号入力端子が前記片側に配置されることを特徴とする請求項１から３のいずれかに
記載の軟骨伝導振動源モジュール。
【請求項５】
　前記金属板は、前記一対の圧電セラミックス板の共通電極となるとともにスルーホール
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が設けられ、前記スルーホールを通して前記回路と前記片側と反対側の圧電セラミックス
板の対抗電極が接続されていることを特徴とする請求項４記載の軟骨伝導振動源モジュー
ル。
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